
今月の表紙
県社協 春季1DAY
インターンシップ

の様子
(P4に関連記事)

社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会

福
祉

発
行：社

会
福
祉
法
人
 和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

〒
640-8545 和

歌
山
市
手
平
2丁
目
1-2 ℡

073-435-5222 ℻
073-435-5226

e-m
ail:w

ashakyo@
w
akayam

akenshakyo.or.jp
4

令
和
5年
4月
1日

10,000部
発
行

　社会福祉法人一峰会　就労継続支援B型事業所ぱん
工房かたつむりは、「障がいのある方の働きたい想いと働
く力を支えたい」、「地元の食材にこだわり、和歌山に貢献
したい」との思いでパンやお菓子作りに取り組まれています。
　その中の一つであるkanowaの和歌山レモンケーキは、
和歌山産レモンを使用したレモン
ピールの食感がアクセントになる王
道レモンケーキです。
　午後のひと時のお供に爽やかなレ
モンケーキを味わってみませんか？

和歌山レモンケーキ専門店kanowa
 住所 和歌山市西庄322-12
 TEL 073-488-2133
 OPEN 11:00～16:00
 定休日 無休

社会福祉法人一峰会 ぱん工房かたつむり
 住所 海南市重根 1778番地
 TEL 073-485-3320

紀の国いきいき健康長寿祭 卓球（ラージボール）交流大会 
兼：全国健康福祉祭（ねんりんピック）選考会を開催します。

この冊子は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。

寄り添い つながる 広報誌

この広報誌の発行に一部共同
募金配当金を利用しています。

福祉わかやま 20234月号
�������

特集
P2-4

新たな時代に求められる

ふくしの広報・人材確保戦略とは
県社協の情報など
SNSで発信中

Facebook Instagram

kanowa和歌山レモンケーキ

　㈱セブン-イレブン・ジャパンと県、県社協に

よる「社会福祉貢献活動寄贈品に関する協定」

に基づく寄贈商品が、上富田町社協（2月16

日）と御坊市社協（2月28日）に届きました。

　寄贈された商品は、生活に困難を抱えた個

人・世帯等の支援や地域福祉の推進に役立て

るため活用させていただきます。

ありがとうございました。

㈱セブン‐イレブン・ジャパン 様

上富田町社協

御坊市社協

開催場所

和歌山市立
河南総合体育館
（和歌山市）

種　目

卓球

開催日程

5月23日（火）
※荒天の場合は

5月24日（水）に延期します

申込締切日

4月27日（木）

参加募集定員

定員なし

開催区分

ねんりんピック
愛顔のえひめ2023
出場選手選考会

※上記、スポーツ交流大会の案内については、各市町村、各市町
村社会福祉協議会、市町村老人クラブ連合会等に開催要領を送
付しています。

お申込み・お問合せ先
県いきいき長寿社会センター（県社協内）
℡073-435-5214 ℻073-435-5221
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甘酸っぱさが絶品！

いちみねかい

かのわ

フクシ
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※この記事の写真は、県社協春季１DAYインターンシップ生
　（２/17開催）が撮影しました。（P4に関連記事）



新
た
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る

ふ
く
し 

の
広
報
・
人
材
確
保
戦
略
と
は

　「
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」、「
働
き
方
改
革
と
働
く
人
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
」等
に
伴
い
、
福
祉

分
野
に
お
け
る「
人
材
確
保
」と「
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
」は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、「
社
会
福
祉
法
人
広
報
力・人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
」（
県
社
会

福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会・県
社
協
共
催
）で
ご
報
告
い
た
だ
い
た
社
会
福
祉
法
人
紀

三
福
祉
会
の
実
践
を
参
考
に
、
将
来
を
見
据
え
た
広
報・人
材
確
保
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

福
祉
は
ス
テ
キ
な
し
ご
と
！

私
た
ち
の
挑
戦

　
慢
性
的
な
人
出
不
足（
人
材
確
保
と
定
着
）

は
本
当
に
大
き
な
課
題
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
当

初
は
他
業
種
か
ら
の
転
職
も
あ
り
、「
手
堅
い

業
界
」と
い
う
こ
と
で
新
卒
の
応
募
者
も
い
ま

し
た
が
、
他
業
界
が
少
し
ず
つ
採
用
を
再
開
し

始
め
る
と
、
最
近
は
ま
た
応
募
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
私
な
り
に
そ
の

理
由
を
考
え
ま
し
た
が
、①
本
県
は
他
府
県
よ

り
少
子
高
齢
化
が
早
く
、
働
く
人（
労
働
力
）が

減
っ
て
い
る
こ
と
、②
介
護・福
祉
に
対
す
る

仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
ま
だ
よ
く
な
い
こ

と
、③
少
子
化
で
他
業
界
と
の
採
用
競
争
が
激

化
し
て
い
る
こ
と
、④
給
与
水
準
が
一
般
企
業

よ
り
低
い
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
わ
け
に
も
い
か
ず
、

〝
福
祉
は
素
敵
な
仕
事
だ
よ
〞
と
い
う
こ
と

を
伝
え
た
く
て
、
数
年
前
か
ら「
採
用
の
強
化
」

と
、「
人
材
の
定
着
」に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

目
的
別
に
S
N
S
を
使
い
分
け

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
来
た
学
生
か
ら「
情

報
収
集
に
は
T
w
i
t
t
e
r
を
よ
く
利
用
す

る
」と
い
う
提
案
を
受
け
、
T
w
i
t
t
e
r

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
取
得
。
職
員
採
用
情
報
等

の「
お
知
ら
せ
」は
T
w
i
t
t
e
r
が
中
心

で
す
。
他
に
も
、
職
員
か
ら
Y
o
u
T
u
b
e

の
訴
求
性
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
施
設
紹
介
や

サ
ー
ビ
ス
の
様
子
等
、
日
頃
の
何
気
な
い
風
景

を
動
画
で
配
信
。
動
画
ネ
タ
を
探
す
の
は
大

変
で
す
が
、
再
生
回
数
や
登
録
者
数
を
伸
ば
そ

う
と
、
若
い
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

S
N
S
を
活
用
し
て
事
業
を

〝
見
え
る
化
〞

　
ま
ず
は
F
a
c
e
b
o
o
k
か
ら
始
め
、
若

者
ユ
ー
ザ
ー
の
多
い
I
n
s
t
a
g
r
a
m
に

も
着
手
。
当
初
は
私
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
担
当
職

員
の
2
人
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
投
稿
す
る
の
み
で

し
た
。
全
職
員
に「
S
N
S
を
や
っ
て
み
よ
う

よ
」と
は
た
ら
き
か

け
ま
し
た
が
、「
通

常
業
務
が
あ
る
の

に
誰
が
投
稿
す
る

の
？
」「
利
用
者
同

意
は
？
」と
否
定
的

な
声
が
多
く
、
な
か

な
か
前
に
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日

│
。
ひ
と
り
の
事

業
所
長
が「
こ
れ
は

新
設
事
業
所
の
外

部
P
R
に
つ
な
が

る
の
で
は
？
」と
賛

同
し
て
く
れ
、
若
い

職
員
を
巻
き
込
み
、

活
発
に
投
稿
を
始

め
て
く
れ
た
の
で

す
。
そ
の
投
稿
を

利
用
者
の
ご
家
族

が
楽
し
み
に
見
て

大
卒
者
へ
の
求
人
を
強
化

　
新
卒
採
用
は
高
校
生
や
専
門
学
校
生
が
中

心
で
し
た
が
、
大
学
進
学
率
が
上
が
っ
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
大
卒
者
へ
の
求
人
を
強
化
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
説
明
会
等
で
学
生
と

対
話
す
る
機
会
を
増
や
す
う
ち
に
、
大
卒
者
に

も「
地
元
へ
戻
っ
て
就
職
し
た
い
」と
い
う
方

が
一
定
数
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
中
途
採
用
は
経
験
者
だ
け
で
な
く
未
経
験

者
に
も
積
極
的
に
門
戸
を
広
げ
、〝
採
用
後
〞

の
職
員
育
成（
研
修
体
系
の
整
備
や
資
格
取
得

支
援
）に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
、
共
通
し
て
言
え
る
の
は「
福
祉・

介
護
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
!!
」と
い

う
こ
と
で
す
。

職
員
育
成
に
つ
い
て

①
年
次
別
研
修
…
社
会
人
1
年
目
か
ら
5
年
目
ま

で
階
層
別
の
研
修
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

意
識
。

②
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
研
修
…
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力・チ
ー
ム

ワ
ー
ク
等
を
身
に
つ
け
る
。

③
専
門
ス
キ
ル
研
修
…
介
護
技
術
勉
強
会
や
認
知

症
研
修
、
介
護
福
祉
士
の
受
験
対
策 

等
、
実

践
に
応
用
で
き
る
知
識
を
学
ぶ
。

④
紀
三
福
祉
会
ア
カ
デ
ミ
ー
…
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

シ
ス
テ
ム
を
活
用
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
効

率
的
に
学
ぶ
機
会
を
用
意
。

⑤
メ
ン
タ
ー
制
度
…
新
人
1
名
に
対
し
先
輩
職
員

が
1
名
つ
く
メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
。

S
N
S
で
法
人
内
が

活
気
づ
い
て
き
た
！

　
投
稿
す
る
部
署
に
偏
り
が
あ
る
、
同
業
者

（
福
祉
分
野
）以
外
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
ど
う
増

や
す
か
、
4
種
類
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
同
時
運
用
が
大
変

等
、
た
く
さ
ん
の
課
題
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
S
N
S
を
活
用
し
始
め
て
か
ら
、
な
ん
と

な
く
法
人
内
が
活
気
づ
い
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。「
こ
ん
な
情
報
を
発
信
し
た
い
」と

い
っ
た
提
案
が
出
て
き
た
り
、
職
員
自
ら

S
N
S
勉
強
会
を
開
い
て
〝
映
え
る
〞
工
夫

や
運
用
方
法
を
考
え
た
り
。

　
外
部
へ
の
発
信（
見
え
る
化
）を
考
え
る
こ

と
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
、

他
部
署
を
知
る「
部
署
間
連
携
」に
も
つ
な
が

る
。
今
ま
で
に
な
い
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

お話を聞かせていただいた
明嵜真子事務長
あきさきまさこ

特  集

きさん ふくしかい

社会福祉法人 紀三福祉会の取組

福祉の世界を
      変えていこう！

～ワクワクする仕事がここにあります～

介護の魅力を伝えるための

「３つの戦略」

ツ
イ
ッ
タ
ー

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ば

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
クイ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム

職員からの声で、地域の一人暮らしの
方を定期的に訪問する地域貢献事業
「紀三戦隊まもるんジャー」が誕生！こ
れもYouTube動画で配信。

職員が作成した紀三戦隊のオリジナルキャ
ラクター。このビブスを着用した職員が月
１回、地域の独居高齢者宅等を見守り訪問。
地域で起こっている課題は “自分ごと” とし
て捉えるようにしている。

　法人本部は和歌山市紀三
井寺。特別養護老人ホーム
を中心とした高齢者福祉事
業と、障害者就労移行支援
事業等を実施。
　事業所内には企業主導型
保育所を整備して働く職員
を応援。従業員数約230名。

※ナビサイト：企業の求人情報が掲載された
　オンライン上のプラットフォーム

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
メ
ン
ト
ま
で
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ

プ
！
他
の
部
署
に
も
波
及
し
、
徐
々
に
各
事
業

所
が
自
主
的
に
更
新
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

SNSを利用して、
介護の魅力をアピール
※ナビサイトの活用
ホームページの改修

１

2
3

インスタグラムには利用者さんと職員の笑顔を前面に！

23 令和5年4月号 令和5年4月号
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る
化
〞

　
ま
ず
は
F
a
c
e
b
o
o
k
か
ら
始
め
、
若

者
ユ
ー
ザ
ー
の
多
い
I
n
s
t
a
g
r
a
m
に

も
着
手
。
当
初
は
私
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
担
当
職

員
の
2
人
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
投
稿
す
る
の
み
で

し
た
。
全
職
員
に「
S
N
S
を
や
っ
て
み
よ
う

よ
」と
は
た
ら
き
か

け
ま
し
た
が
、「
通

常
業
務
が
あ
る
の

に
誰
が
投
稿
す
る

の
？
」「
利
用
者
同

意
は
？
」と
否
定
的

な
声
が
多
く
、
な
か

な
か
前
に
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日

│
。
ひ
と
り
の
事

業
所
長
が「
こ
れ
は

新
設
事
業
所
の
外

部
P
R
に
つ
な
が

る
の
で
は
？
」と
賛

同
し
て
く
れ
、
若
い

職
員
を
巻
き
込
み
、

活
発
に
投
稿
を
始

め
て
く
れ
た
の
で

す
。
そ
の
投
稿
を

利
用
者
の
ご
家
族

が
楽
し
み
に
見
て

大
卒
者
へ
の
求
人
を
強
化

　
新
卒
採
用
は
高
校
生
や
専
門
学
校
生
が
中

心
で
し
た
が
、
大
学
進
学
率
が
上
が
っ
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
大
卒
者
へ
の
求
人
を
強
化
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
説
明
会
等
で
学
生
と

対
話
す
る
機
会
を
増
や
す
う
ち
に
、
大
卒
者
に

も「
地
元
へ
戻
っ
て
就
職
し
た
い
」と
い
う
方

が
一
定
数
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
中
途
採
用
は
経
験
者
だ
け
で
な
く
未
経
験

者
に
も
積
極
的
に
門
戸
を
広
げ
、〝
採
用
後
〞

の
職
員
育
成（
研
修
体
系
の
整
備
や
資
格
取
得

支
援
）に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
、
共
通
し
て
言
え
る
の
は「
福
祉・

介
護
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
!!
」と
い

う
こ
と
で
す
。

職
員
育
成
に
つ
い
て

①
年
次
別
研
修
…
社
会
人
1
年
目
か
ら
5
年
目
ま

で
階
層
別
の
研
修
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

意
識
。

②
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
研
修
…
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力・チ
ー
ム

ワ
ー
ク
等
を
身
に
つ
け
る
。

③
専
門
ス
キ
ル
研
修
…
介
護
技
術
勉
強
会
や
認
知

症
研
修
、
介
護
福
祉
士
の
受
験
対
策 

等
、
実

践
に
応
用
で
き
る
知
識
を
学
ぶ
。

④
紀
三
福
祉
会
ア
カ
デ
ミ
ー
…
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

シ
ス
テ
ム
を
活
用
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
効

率
的
に
学
ぶ
機
会
を
用
意
。

⑤
メ
ン
タ
ー
制
度
…
新
人
1
名
に
対
し
先
輩
職
員

が
1
名
つ
く
メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
。

S
N
S
で
法
人
内
が

活
気
づ
い
て
き
た
！

　
投
稿
す
る
部
署
に
偏
り
が
あ
る
、
同
業
者

（
福
祉
分
野
）以
外
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
ど
う
増

や
す
か
、
4
種
類
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
同
時
運
用
が
大
変

等
、
た
く
さ
ん
の
課
題
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
S
N
S
を
活
用
し
始
め
て
か
ら
、
な
ん
と

な
く
法
人
内
が
活
気
づ
い
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。「
こ
ん
な
情
報
を
発
信
し
た
い
」と

い
っ
た
提
案
が
出
て
き
た
り
、
職
員
自
ら

S
N
S
勉
強
会
を
開
い
て
〝
映
え
る
〞
工
夫

や
運
用
方
法
を
考
え
た
り
。

　
外
部
へ
の
発
信（
見
え
る
化
）を
考
え
る
こ

と
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
、

他
部
署
を
知
る「
部
署
間
連
携
」に
も
つ
な
が

る
。
今
ま
で
に
な
い
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

お話を聞かせていただいた
明嵜真子事務長
あきさきまさこ

特  集

きさん ふくしかい

社会福祉法人 紀三福祉会の取組

福祉の世界を
      変えていこう！

～ワクワクする仕事がここにあります～

介護の魅力を伝えるための

「３つの戦略」

ツ
イ
ッ
タ
ー

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ば

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
クイ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム

職員からの声で、地域の一人暮らしの
方を定期的に訪問する地域貢献事業
「紀三戦隊まもるんジャー」が誕生！こ
れもYouTube動画で配信。

職員が作成した紀三戦隊のオリジナルキャ
ラクター。このビブスを着用した職員が月
１回、地域の独居高齢者宅等を見守り訪問。
地域で起こっている課題は “自分ごと” とし
て捉えるようにしている。

　法人本部は和歌山市紀三
井寺。特別養護老人ホーム
を中心とした高齢者福祉事
業と、障害者就労移行支援
事業等を実施。
　事業所内には企業主導型
保育所を整備して働く職員
を応援。従業員数約230名。

※ナビサイト：企業の求人情報が掲載された
　オンライン上のプラットフォーム

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
メ
ン
ト
ま
で
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ

プ
！
他
の
部
署
に
も
波
及
し
、
徐
々
に
各
事
業

所
が
自
主
的
に
更
新
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

SNSを利用して、
介護の魅力をアピール
※ナビサイトの活用
ホームページの改修

１

2
3

インスタグラムには利用者さんと職員の笑顔を前面に！
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見
え
づ
ら
い「
福
祉
」の
リ
ア
リ
テ
ィ・魅
力（
や
り
が
い
）を
ど
う
伝
え
る
か
、

「
待
つ
」採
用
か
ら「
出
逢
い
に
行
く
」採
用
へ
。
県
社
協
で
は
、
県
社
会
福
祉

法
人
経
営
者
協
議
会
、
各
施
設
種
別
協
議
会
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
も
福
祉
人
材
確
保
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

県
社
協
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
！

　
県
域
で
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
県
社
協
に
と
っ
て
も
、
広
報
力
の

強
化
と
人
材
確
保
は
大
き
な
課
題
で
す
。
今
回
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

「
ふ
く
し
」や「
社
協
」を
伝
え
る
新
た
な
機
会
と
し
て
、
県
が
運
営
す

る「
Ｕ
Ｉ
わ
か
や
ま
就
職
ガ
イ
ド
」に
登
録
し
、
２
月
17
日
と
3
月
８

日
の
両
日
、
春
季
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
県
社
協
の
役
割
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」と
い
う
演
習
等
を
採
り
入
れ
、
S
N
S
の
活
用
を
含
む
学
生
目

線
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
計
12
名
が
参
加
）

ナ
ビ
サ
イ
ト
の
活
用
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
で

〝
伝
わ
る
〞
を
意
識

　
現
在
、
学
生
に
向
け
た
求
人
情
報
の
解
禁
日

は
3
月
1
日（
卒
業・修
了
年
度
に
入
る
直
前
）

で
す
。
例
え
ば
大
学
生
は
3
回
生
の
夏
頃
か

ら
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
参
加
し
、

４
回
生
に
な
る
直
前
の
3
月
時
点
で
自
分
の

興
味
の
あ
る「
分
野
」や「
受
験
先
」を
決
め
て

い
ま
す
。
感
覚
で
は「
3
月
で
は
遅
い
」と
い

う
印
象
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
一
定
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
検
討
は
必

要
で
す
が
、
学
生
と
〝
つ
な
が
る
機
会
を
増
や

と
も
に
、
福
祉
の
世
界
を

変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
と
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
で
人
材
不
足
が
解
消

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
課
題
は
ず
っ
と
続

き
ま
す
。
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ひ
と

つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、「
楽
し
い
よ
、
明
る
い
職

場
だ
よ
」と
い
う
こ
と
を
見
せ
る
こ
と
が
ゴ
ー

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
職
後
も
職
員
が
定

着
し
て
く
れ
る
〝
仕
組
み
づ
く
り
〞
を
、
こ
れ

か
ら
も
法
人
全
体
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
少
子
化・労
働
力
不
足
が
深

刻
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
他
業
界
に
負
け

ず
、
良
い
人
材
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

福
祉
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
く
の
は

私
た
ち
の
法
人
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
業
界
を
明
る
く
、
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
、「
福
祉
の
世

界
を
変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？
」

少し固い福祉の
イメージが変わりました

す
〞
と
い
う
意
味
で
は
ナ
ビ
サ
イ
ト
の
活
用

も
一
案
で
す
。

　
紀
三
福
祉
会
で
は
令
和
4
年
9
月
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
改
修
し
、
同
12
月
に
は
採
用
専
用

サ
イ
ト
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
選
ば
れ
る

法
人
に
な
る
た
め
に
は「
伝
え
る
」だ
け
で
は

な
く
、「
伝
わ
る
」こ
と
を
意
識
し
た
発
信
が
大

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

紀三福祉会のホームページより

事務所内見学で職員との対話を重視

コミュニケーションの
重要性を再認識しました

お
問
合
せ
先　
総
務
企
画
部　
企
画
班　
T
E
L 

0
7
3-

4
3
5-

5
2
2
4

相手の立場に

寄り添って考える

ご
本
人
と
の
出
会
い

　
50
代
の
男
性
で
、
元
々
は
県
外
在
住
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
勤
務
先
が
倒
産
。
知
人
を
頼
っ
て

日
高
川
町
に
移
住
。
お
住
ま
い
の
付
近
に
は

家
も
少
な
い
山
奥
に
お
一
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」の
手
紙
が
届
く

　

所
持
金
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
の

で
、
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
当
面
の
生
活
費

を
確
保
し
ま
し
た
。
体
調
の
不
安
も
あ
り
、

安
定
し
た
仕
事
に
就
く
こ
と
が
出
来
ず
に
い

た
た
め
、
電
話
や
訪
問
活
動
を
実
施
し
な
が

ら
、
食
料
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
際
は
フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
初
は
あ
ま
り
ご
自
身
の
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
関
わ
り
続

け
る
こ
と
で
、
現
状
の
報
告
だ
け
で
な
く
、

趣
味
な
ど
他
愛
の
な
い
お
話
も
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
本
人

が
地
域
の
方
か
ら
も
ら
っ
た

農
作
物
を
社
協
に
も
お
裾

分
け
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
仕
事
が
決
ま
っ

た
際
は
お
礼
の
手
紙
が
届
い
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
わ
り
合
っ
て
い
き
た
い

　

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
前
の
生
活
に
戻
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
か
し
す
ぎ
ず
、

ご
本
人
の
状
態
も
考
え
な
が
ら
関
わ
り
合
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
時
間
は
か

か
っ
て
も
ご
本
人
が
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

社協が行う相談支援Vol.4 日高川町社協

　
令
和
５
年
１
月
有
田
川
町
立
石
垣
中
学
校
３
年
生
の
総
合
学
習
で
赤
い

羽
根
共
同
募
金
に
つ
い
て
学
習
を
し
て
下
さ
り
、
本
会
及
び
有
田
川
町
共

同
募
金
委
員
会
も
授
業
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
授
業
は
、「
共
同
募
金
に
協
力
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
内
容
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
赤
い
羽
根
」
を
通
し
て
「
自
分
の
周
り
の
こ
と
に
関
心
を

も
と
う
」
そ
し
て
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
目
的
で

３
回
に
わ
た
り
学
習
を
進
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
１
回
目　
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
は
何
か
」

第
２
回
目　
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
使
い
み
ち
を
知
る
」

第
３
回
目　
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
募
金
を
考
え
よ
う
」

 

石
垣
中
学
校
茶
畑
真
子
先
生
コ
メ
ン
ト

　
募
金
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、和
歌
山
県
の
こ
と
、住
ん
で
る
地
域
の
こ
と
、

色
々
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
･
･
･
様
々
な
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
学
校
関
係
者
以
外
の
方
と
実
際
に
お
会
い
す
る
機
会

が
持
て
た
こ
と
は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
! !

メール info@akaihane-wakayama.or.jp
  ＨＰ https://www.akaihane-wakayama.or.jp/

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

社会福祉法人和歌山県共同募金会
〒640-8319 和歌山市手平2丁目1-2
県民交流プラザ和歌山ビッグ愛7階
TEL073-435-5231

　社協では、低所得世帯等に対して、必要な資金の貸付けと相談支援
を行う生活福祉資金貸付事業を実施しています。
　その最前線で活躍する日高川町社会福祉協議会の上垣内専門員から
借入相談をきっかけにした相談支援の取組事例を伺いました。

つながり

not alone
ノット アローン

社協の相談体制
３名（兼務を含む）
社協のイチオシ事業
子ども福祉川柳
ひだまりカフェ
人口（令和5年2月末現在）
9,297人
特産品
紀州備長炭
ごんちゃん漬け

日高川町の情報

日高川町社協  福祉活動専門員

上垣内  大貴 さん
かみがいと ひろき

日
高
川
町

日
高
川
町
社
協
の
職
員
の
皆
さ
ま
へ

新
し
い
職
場
に
も
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、

日
々
や
り
が
い
を
感
じ
生
活
し
て
い
ま
す
。

頂
い
た
食
料
に
も
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
本
人
か
ら
の
手
紙（
一
部
抜
粋
）

お
問
合
せ
先

4令和5年4月号5 令和5年4月号



　
見
え
づ
ら
い「
福
祉
」の
リ
ア
リ
テ
ィ・魅
力（
や
り
が
い
）を
ど
う
伝
え
る
か
、

「
待
つ
」採
用
か
ら「
出
逢
い
に
行
く
」採
用
へ
。
県
社
協
で
は
、
県
社
会
福
祉

法
人
経
営
者
協
議
会
、
各
施
設
種
別
協
議
会
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
も
福
祉
人
材
確
保
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

県
社
協
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
！

　
県
域
で
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
県
社
協
に
と
っ
て
も
、
広
報
力
の

強
化
と
人
材
確
保
は
大
き
な
課
題
で
す
。
今
回
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

「
ふ
く
し
」や「
社
協
」を
伝
え
る
新
た
な
機
会
と
し
て
、
県
が
運
営
す

る「
Ｕ
Ｉ
わ
か
や
ま
就
職
ガ
イ
ド
」に
登
録
し
、
２
月
17
日
と
3
月
８

日
の
両
日
、
春
季
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
県
社
協
の
役
割
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」と
い
う
演
習
等
を
採
り
入
れ
、
S
N
S
の
活
用
を
含
む
学
生
目

線
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
計
12
名
が
参
加
）

ナ
ビ
サ
イ
ト
の
活
用
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
で

〝
伝
わ
る
〞
を
意
識

　
現
在
、
学
生
に
向
け
た
求
人
情
報
の
解
禁
日

は
3
月
1
日（
卒
業・修
了
年
度
に
入
る
直
前
）

で
す
。
例
え
ば
大
学
生
は
3
回
生
の
夏
頃
か

ら
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
参
加
し
、

４
回
生
に
な
る
直
前
の
3
月
時
点
で
自
分
の

興
味
の
あ
る「
分
野
」や「
受
験
先
」を
決
め
て

い
ま
す
。
感
覚
で
は「
3
月
で
は
遅
い
」と
い

う
印
象
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
一
定
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
検
討
は
必

要
で
す
が
、
学
生
と
〝
つ
な
が
る
機
会
を
増
や

と
も
に
、
福
祉
の
世
界
を

変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
と
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
で
人
材
不
足
が
解
消

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
課
題
は
ず
っ
と
続

き
ま
す
。
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ひ
と

つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、「
楽
し
い
よ
、
明
る
い
職

場
だ
よ
」と
い
う
こ
と
を
見
せ
る
こ
と
が
ゴ
ー

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
職
後
も
職
員
が
定

着
し
て
く
れ
る
〝
仕
組
み
づ
く
り
〞
を
、
こ
れ

か
ら
も
法
人
全
体
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
少
子
化・労
働
力
不
足
が
深

刻
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
他
業
界
に
負
け

ず
、
良
い
人
材
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

福
祉
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
く
の
は

私
た
ち
の
法
人
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
業
界
を
明
る
く
、
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
、「
福
祉
の
世

界
を
変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？
」

少し固い福祉の
イメージが変わりました

す
〞
と
い
う
意
味
で
は
ナ
ビ
サ
イ
ト
の
活
用

も
一
案
で
す
。

　
紀
三
福
祉
会
で
は
令
和
4
年
9
月
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
改
修
し
、
同
12
月
に
は
採
用
専
用

サ
イ
ト
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
選
ば
れ
る

法
人
に
な
る
た
め
に
は「
伝
え
る
」だ
け
で
は

な
く
、「
伝
わ
る
」こ
と
を
意
識
し
た
発
信
が
大

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

紀三福祉会のホームページより

事務所内見学で職員との対話を重視

コミュニケーションの
重要性を再認識しました

お
問
合
せ
先　
総
務
企
画
部　
企
画
班　
T
E
L 

0
7
3-

4
3
5-

5
2
2
4

相手の立場に

寄り添って考える

ご
本
人
と
の
出
会
い

　
50
代
の
男
性
で
、
元
々
は
県
外
在
住
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
勤
務
先
が
倒
産
。
知
人
を
頼
っ
て

日
高
川
町
に
移
住
。
お
住
ま
い
の
付
近
に
は

家
も
少
な
い
山
奥
に
お
一
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」の
手
紙
が
届
く

　

所
持
金
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
の

で
、
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
当
面
の
生
活
費

を
確
保
し
ま
し
た
。
体
調
の
不
安
も
あ
り
、

安
定
し
た
仕
事
に
就
く
こ
と
が
出
来
ず
に
い

た
た
め
、
電
話
や
訪
問
活
動
を
実
施
し
な
が

ら
、
食
料
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
際
は
フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
初
は
あ
ま
り
ご
自
身
の
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
関
わ
り
続

け
る
こ
と
で
、
現
状
の
報
告
だ
け
で
な
く
、

趣
味
な
ど
他
愛
の
な
い
お
話
も
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
本
人

が
地
域
の
方
か
ら
も
ら
っ
た

農
作
物
を
社
協
に
も
お
裾

分
け
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
仕
事
が
決
ま
っ

た
際
は
お
礼
の
手
紙
が
届
い
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
わ
り
合
っ
て
い
き
た
い

　

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
前
の
生
活
に
戻
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
か
し
す
ぎ
ず
、

ご
本
人
の
状
態
も
考
え
な
が
ら
関
わ
り
合
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
時
間
は
か

か
っ
て
も
ご
本
人
が
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

社協が行う相談支援Vol.4 日高川町社協

　
令
和
５
年
１
月
有
田
川
町
立
石
垣
中
学
校
３
年
生
の
総
合
学
習
で
赤
い

羽
根
共
同
募
金
に
つ
い
て
学
習
を
し
て
下
さ
り
、
本
会
及
び
有
田
川
町
共

同
募
金
委
員
会
も
授
業
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
授
業
は
、「
共
同
募
金
に
協
力
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
内
容
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
赤
い
羽
根
」
を
通
し
て
「
自
分
の
周
り
の
こ
と
に
関
心
を

も
と
う
」
そ
し
て
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
目
的
で

３
回
に
わ
た
り
学
習
を
進
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
１
回
目　
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
は
何
か
」

第
２
回
目　
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
使
い
み
ち
を
知
る
」

第
３
回
目　
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
募
金
を
考
え
よ
う
」

 

石
垣
中
学
校
茶
畑
真
子
先
生
コ
メ
ン
ト

　
募
金
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、和
歌
山
県
の
こ
と
、住
ん
で
る
地
域
の
こ
と
、

色
々
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
･
･
･
様
々
な
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
学
校
関
係
者
以
外
の
方
と
実
際
に
お
会
い
す
る
機
会

が
持
て
た
こ
と
は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
! !

メール info@akaihane-wakayama.or.jp
  ＨＰ https://www.akaihane-wakayama.or.jp/

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

社会福祉法人和歌山県共同募金会
〒640-8319 和歌山市手平2丁目1-2
県民交流プラザ和歌山ビッグ愛7階
TEL073-435-5231

　社協では、低所得世帯等に対して、必要な資金の貸付けと相談支援
を行う生活福祉資金貸付事業を実施しています。
　その最前線で活躍する日高川町社会福祉協議会の上垣内専門員から
借入相談をきっかけにした相談支援の取組事例を伺いました。

つながり

not alone
ノット アローン

社協の相談体制
３名（兼務を含む）
社協のイチオシ事業
子ども福祉川柳
ひだまりカフェ
人口（令和5年2月末現在）
9,297人
特産品
紀州備長炭
ごんちゃん漬け

日高川町の情報

日高川町社協  福祉活動専門員

上垣内  大貴 さん
かみがいと ひろき

日
高
川
町

日
高
川
町
社
協
の
職
員
の
皆
さ
ま
へ

新
し
い
職
場
に
も
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、

日
々
や
り
が
い
を
感
じ
生
活
し
て
い
ま
す
。

頂
い
た
食
料
に
も
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
本
人
か
ら
の
手
紙（
一
部
抜
粋
）

お
問
合
せ
先

4令和5年4月号5 令和5年4月号



社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
NEW 施設の感染症対応費用補償

（SJ21-12224から抜粋）

　
福
祉
わ
か
や
ま
は
、
４
月
号
か
ら
新
企
画
を

盛
り
込
み
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
新
企
画
は
８
ペ
ー
ジ
の「
フ
ク
シ

メ
シ・フ
ク
シ
モ
ノ
」。
福
祉
に
ま
つ
わ
る
食
べ
物

や
逸
品
を
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
内
容
を
充
実
さ
せ
、
何
度
も
読
み
返
し
た
く
な
る
誌
面
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　
新
し
く
な
っ
た
福
祉
わ
か
や
ま
に
乞
う
ご
期
待
！

福
祉
の
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ(

職
場
体
験)

※
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
各
分
野
の
事
業
所

で
体
験
可
能
で
す
。
ま
た
、
介
護
職
だ
け
で
な
く
、
保
育
士
の
仕
事

も
体
験
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
又
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
わ
か
や
ま
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

今月の情報発信コーナー受
付
期
間…

令
和
５
年
４
月
３
日
〜
令
和
６
年
３
月
15
日

体
験
期
間…

令
和
５
年
４
月
17
日
〜
令
和
６
年
３
月
29
日

体
験
日
数…

１
日
〜
10
日（
複
数
の
事
業
所
で
体
験
可
能
）

申
込
期
限…

体
験
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

【
お
問
合
せ
先
】県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー「
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
」（
県
社
協
内
）

℡
0
7
3‐4
3
5‐5
2
1
1

【
お
問
合
せ
先
】総
務
企
画
部　
総
務
経
営
班 

℡
0
7
3‐4
3
5‐5
2
2
2

　
福
祉
の
お
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
県
社
協
の

「
職
場
体
験
」事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
職
場
の
雰
囲
気
や
利
用
者
の
様
子
、
業
務
内
容
な
ど
を

就
労
前
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
福
祉
職
の
魅
力
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
み

体
験
日
を
決
定

「
職
場
体
験
」へ

報　
告

体
験
先
を
選
ぶ

職場体験の流れ

学生の力と気持ちを地域に結ぼう
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学
生
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る

〜
体
験
の
機
会
を
創
出
〜

　
む
す
ぼ
ら
で
は
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
や
行
動

力
で
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
形
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
災
害
時
に
役
立
つ
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
し
て
、
防
災
食
体
験
会
、
ポ
リ
袋
ク
ッ
キ

ン
グ
、
新
聞
紙
お
椀
づ
く
り
、
焚
き
火
体
験
、
防

災
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
、
防
災
カ
ル
タ
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
2
0
2
1
年
和
歌
山
市
北
部
エ

リ
ア
断
水
に
お
け
る「
給
水
活
動
」や
2
0
2
1・

2
0
2
2
年
福
島
県
沖
地
震
に
お
け
る「
ア
シ
ス

ト
瓦
の
作
成
」の
支
援
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
気
づ
き
の
可
視
化
と
共
有

〜
春
の
遠
足
か
ら
〜

　
３
月
に「
春
の
遠
足（
神
戸
）」を
実
施
。
神
戸

港
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
や
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
の
見
学
と
映
画「
た
だ
い
ま
、
つ
な

か
ん（
東
日
本
大
震
災
／
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）」

を
鑑
賞
。
被
災・復
興
地
の
記
録
や
教
訓
に
触

れ
、
多
く
の
気
づ
き
を
得
ま
し
た
。
学
生
た
ち

の
感
想
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

柏 

幸
輔
さ
ん（
生
協
学
生
委
員
会
副
委
員
長
）

多
く
の
家
屋
倒
壊
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
実

家
を
想
っ
た
。
被
災
を
身
近
に
感
じ
、
こ
れ
ま

で
見
え
な
か
っ
た
不
安
が
見
え
る
不
安
に
変
化

し
た
。
自
分
事
と
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
。
被
災
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
と

諦
め
る
人
を
無
く
し
た
い
。

湯
川 

愛
理
さ
ん（
ク
リ
エ
映
像
制
作
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
！
F
i
l
m
a
g
e
代
表
）

映
像
を
通
し
て
、
支
援
活
動
の
本
質
は
日
常
の

生
活
に
溶
け
込
む
こ
と
だ
と
学
び
、
お
互
い
に

助
け
合
い
、
共
に
生
き
る
と
い
う
営
み
を
大
切

に
想
っ
た
。
想
定
外
を
乗
り
越
え
る
臨
機
対
応

力
を
身
に
つ
け
た
い
。
み
ん
な
で
話
し
合
う
機

会
を
増
や
し
た
い
。

松
本 

麟
太
郎
さ
ん（
大
学
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
長
）

災
害
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け

れ
ど
、
行
動
に
よ
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
絆
に

気
づ
く
こ
と
も
あ
る
と
伝
え
て
い
き
た
い
。
命

と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
学
び
、
大
切
な
マ
イ

ン
ド
や
ス
タ
ン
ス
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
誰
か

の
力
に
な
り
た
い
。

　
現
在
、「
ト
ル
コ・シ
リ
ア
地
震
」被
災
者
支
援

の
た
め
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
募
金
は

駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
へ
送
り
ま
す
。
温

か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活動拠点
東３号館（教育学部棟）1F南-103号室
学生オープンスペースKii-Labo

メール：musubora@ml.wakayama-u.ac.jp
 

地域の課題に気づき、その解決に向けた
学生の活動を支援する和歌山大学「紀伊
半島価値共創基幹Kii-Plus」の取組の一
つとして、2021年3月に常設の災害ボラ
ンティアステーション「むすぼら」が誕生し
ました。日頃から災害を「自分ゴト」ととら
える、現場で学ぶ・被災者にかかわる、地
元のピンチに立ち上がることを
理念として活動しています。

か
し
わ
こ
う
す
け

ゆ
か
わ

ま
つ
も
と
り
ん
た
ろ
う

あ
い
り

フクシ

メシ
vol.1



社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
NEW 施設の感染症対応費用補償

（SJ21-12224から抜粋）

　
福
祉
わ
か
や
ま
は
、
４
月
号
か
ら
新
企
画
を

盛
り
込
み
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
新
企
画
は
８
ペ
ー
ジ
の「
フ
ク
シ

メ
シ・フ
ク
シ
モ
ノ
」。
福
祉
に
ま
つ
わ
る
食
べ
物

や
逸
品
を
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
内
容
を
充
実
さ
せ
、
何
度
も
読
み
返
し
た
く
な
る
誌
面
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　
新
し
く
な
っ
た
福
祉
わ
か
や
ま
に
乞
う
ご
期
待
！

福
祉
の
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ(

職
場
体
験)

※
高
齢
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福
祉
、
障
が
い
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福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
各
分
野
の
事
業
所

で
体
験
可
能
で
す
。
ま
た
、
介
護
職
だ
け
で
な
く
、
保
育
士
の
仕
事

も
体
験
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
状
況
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よ
っ
て
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、
中
止
又
は
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更
に
な
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合
が
あ
り
ま
す
。

福
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ま
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ル
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付
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６
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３
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４
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６
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３
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今月の表紙
県社協 春季1DAY
インターンシップ

の様子
(P4に関連記事)

社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会

福
祉

発
行：社

会
福
祉
法
人
 和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

〒
640-8545 和

歌
山
市
手
平
2丁
目
1-2 ℡

073-435-5222 ℻
073-435-5226

e-m
ail:w

ashakyo@
w
akayam

akenshakyo.or.jp
4

令
和
5年
4月
1日

10,000部
発
行

　社会福祉法人一峰会　就労継続支援B型事業所ぱん
工房かたつむりは、「障がいのある方の働きたい想いと働
く力を支えたい」、「地元の食材にこだわり、和歌山に貢献
したい」との思いでパンやお菓子作りに取り組まれています。
　その中の一つであるkanowaの和歌山レモンケーキは、
和歌山産レモンを使用したレモン
ピールの食感がアクセントになる王
道レモンケーキです。
　午後のひと時のお供に爽やかなレ
モンケーキを味わってみませんか？

和歌山レモンケーキ専門店kanowa
 住所 和歌山市西庄322-12
 TEL 073-488-2133
 OPEN 11:00～16:00
 定休日 無休

社会福祉法人一峰会 ぱん工房かたつむり
 住所 海南市重根 1778番地
 TEL 073-485-3320

紀の国いきいき健康長寿祭 卓球（ラージボール）交流大会 
兼：全国健康福祉祭（ねんりんピック）選考会を開催します。

この冊子は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。

寄り添い つながる 広報誌

この広報誌の発行に一部共同
募金配当金を利用しています。

福祉わかやま 20234月号
�������

特集
P2-4

新たな時代に求められる

ふくしの広報・人材確保戦略とは
県社協の情報など
SNSで発信中

Facebook Instagram

kanowa和歌山レモンケーキ

　㈱セブン-イレブン・ジャパンと県、県社協に

よる「社会福祉貢献活動寄贈品に関する協定」

に基づく寄贈商品が、上富田町社協（2月16

日）と御坊市社協（2月28日）に届きました。

　寄贈された商品は、生活に困難を抱えた個

人・世帯等の支援や地域福祉の推進に役立て

るため活用させていただきます。

ありがとうございました。

㈱セブン‐イレブン・ジャパン 様

上富田町社協

御坊市社協

開催場所

和歌山市立
河南総合体育館
（和歌山市）

種　目

卓球

開催日程

5月23日（火）
※荒天の場合は

5月24日（水）に延期します

申込締切日

4月27日（木）

参加募集定員

定員なし

開催区分

ねんりんピック
愛顔のえひめ2023
出場選手選考会

※上記、スポーツ交流大会の案内については、各市町村、各市町
村社会福祉協議会、市町村老人クラブ連合会等に開催要領を送
付しています。

お申込み・お問合せ先
県いきいき長寿社会センター（県社協内）
℡073-435-5214 ℻073-435-5221

販 

売

製 

造

甘酸っぱさが絶品！

いちみねかい

かのわ

フクシ

メシ
vol.1

※この記事の写真は、県社協春季１DAYインターンシップ生
　（２/17開催）が撮影しました。（P4に関連記事）




